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【現地の状況やニーズなどの背景情報】
　ベトナムでは経済発展に伴い生活習慣病患者が増加し、より高品質の医療への関心やニーズが高まりつつある。しか
し現地における検査・診断技術レベルが充分でないことが課題となっている。本学医師等による対象機関での医療現況
調査においても婦人科・エコー・病理診断分野で大きな課題が明らかとなり、当該分野の人材育成と技術レベル向上が
必要であることを対象機関と合意した。
【事業の目的】

　本事業は、本学と学術交流協定を締結し長年に渡って医療人材の育成に取り組んできたベトナム国立チョーライ病院
及びホーチミン市医科薬科大学・附属病院を対象として、婦人科・エコー・病理診断の 3 分野での人材育成のための専
門家の派遣及び研修員の受入を行い、我が国の最先端の医療サービスに関する技術・知見等の移転を図ることを目的と
する。
【研修目標】

• 婦人科・エコー・病理診断分野において必要となる診断知識・技術を備えた医師・技師を育成する。
• 病理診断分野において日本の専門家との遠隔診断・コンサルトシステムを構築し、継続的に教育支援を実施する。
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　国際医療福祉大学の小川です。2018 年度の「ベトナムにおける婦人科・エコー・病理診断分野の人材育成事業」についてご説明申し上
げます。まず事業の背景ですが、ベトナムにおきましては、経済が発展して生活習慣病の患者が増加している一方で、検査や診断の技術
レベルが不十分であることが挙げられます。そこで、本学は長く医療人材の育成事業に取り組んでおります国立チョーライ病院、ホーチ
ミン市医科薬科大学付属病院と一緒に、特に事前の調査の中で課題が大きかった婦人科・エコー・病理診断の 3 分野の人材育成に取り組
むことになりました。
　事業の実施体制としましては、国際医療福祉大学と 5 つの付属病院、グループの山王病院等の施設から現地への専門家の派遣、そして
現地の 2 施設からの研修生の受け入れを行いました。研修の目標としましては、婦人科・エコー・病理診断の 3 分野に必要な診断知識や
技術を備えた医師・技師を育成すること、そして、ベトナムと日本の本学施設の間で遠隔診断・コンサルトシステムを構築して、継続的
に教育の支援を実施することの 2 点を掲げました。

　2018 年度に実施した事業内容は、スライドの通りです。昨年の 7 月から本年 2 月にかけて、日本人の専門家派遣を行いました。婦人
科より延べ 5 名を 32 日間、エコーで 5 名を 32 日間、病理で 4 名を 19 日間となりました。海外からの研修生の受け入れにつきましては、
婦人科で延べ 5 名を 21 日間、エコーで 4 名を 22 日間、病理で 2 名を 38 日間で実施しました。

　こちらは、この 3 分野において本学の三田病院と山王病院等で行った研修の様子です。各分野とも積極的な議論が展開されておりました。
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　2018 年度の成果指標と結果について簡単にご報告いたします。まずアウトプットの指標として、3 分野の研修生の受け入れ人数と、本
学からの派遣人数を既定したのですが、ご覧のように目標以上の結果を出しております。
　それから、遠隔病理診断のシステムに関する現地スタッフの知識向上を図りまして、Pre-Post の評価をしましたところ、Pre と Post で
は約 50%、理解が促進されておりました。アウトカムの指標としましては、婦人科、エコー、病理の 3 分野で項目を定めまして、本学の
指導員の判定にいかに研修生の判定が近づくかを目指しました。各分野とも開始のところでは、指導員の判定との一致率が約 60% だった
のですが、日本での研修と現地での研修、その後の遠隔での指導により、研修の終了時には各分野とも 9 割を超える一致率になっております。
　インパクト指標としましては、2018 年度から 3 年間の事業の 1 年目ですので、まだ限られた成果です。3 分野の診断技術の改善と遠隔
診断の本格運用、それから継続的な指導が緒に就いたところでございます。研修のゴールの 1 つとして、ベトナムでの有病率について正
しく把握するということを挙げているのですが、まだまだ情報収集が必要な状態です。
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　今年度の成果をまとめますと、3 分野の診断技術の基本的なスキルの向上は出来たと思います。病理遠隔診断のコンサルトシステムの構
築は昨年 10 月に完了しまして、運用が開始されております。
　今後の課題としましては、次の 3 点を挙げております。まず、対象分野の拡大です。実施した３分野に加えて、予防診断の関連分野である、
放射線、内視鏡、総合診断の部分についても、今後は取り組んでいきたいと考えております。
　また、現在はベトナムの 2 施設で取り組みをしておりますが、ホーチミン市の婦人科専門病院のフンブン病院と新しく交流協定を結び
ましたので、次年度以降はこちらも対象に加えたいと考えております。
　それから、初年度の研修は南部ホーチミンでやっておりますが、北部のハノイにも活動を広げて、民間のビンメック国際病院と取り組
みを始めるところです。ここに医療研修センターの設立を協議して、北部においてもスキルの向上や人材育成、日系の医療機器の進出の
支援をしていきたいと思っております。
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　現在までの相手国へのインパクトとしましては、健康向上における事業インパクトとして、本邦での研修を受けた者が 11 名、現地での
研修を受けた者が 88 名います。それから本事業の年間の延べ裨益人数として、婦人科、エコー、病理診断を受ける患者様 4,000 人を見込
んでおります。医療技術・機器の国際展開における直接的な事業インパクトはまだ出ていないのですが、研修センターで日本製の機器を多々
使っておりますので、これから認知の向上や理解促進が図られていくのではないかと思っております。
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•
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　最後に展開推進事業の目的に照らした将来の事業計画ですが、現在の 3 分野からさらに対象を広げて、広範な予防医学の診断レベルの
向上、人材育成に取り組みたいと考えております。最終的にはベトナムの予防医学水準の向上に貢献していきたいと思っております。
　それから、対象となるエリアを、南部を中心としながら北部にも広げていきたいと考えております。また、次年度以降は日本製の医療
機器の導入促進、認知度の向上にも取り組んでいきたいと思っております。私からは以上になります。ご清聴ありがとうございました。




